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環境首都総合交通戦略の概要 

（１）本市の交通の現状と課題 

本市は、ＪＲ、モノレール、筑豊電気鉄道、路線バス及びそれを補完する「お

でかけ交通」を含め、充実した公共交通ネットワークが形成されている。 

しかしながら、郊外開発による市街地の拡大やモータリゼーションの進展な

どにより、本市の公共交通利用者は、昭和４０年から約６割も減少しており、

このままでは、公共交通利用者の減少による公共交通の衰退に伴い、公共交通

のサービスの低下や公共交通で移動できない人の増加を招き、移動しづらく暮

らしにくいまちになってしまうことが懸念される。 

（２）総合交通戦略の目的 

環境首都総合交通戦略は、市民、企業、交通事業者、行政の各主体の理解と協

力により、積極的に公共交通を利用促進していき、公共交通の衰退がもたらす『負

の循環』を、公共交通が維持・存続できる『正の循環』に転換して、地球にやさ

しく安心して移動できるまちを目指すことを目的としている。 

別紙１

■公共交通利用者数と 

自家用車保有台数の推移 

（資料：北九州市統計年鑑）
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（３）理想的な交通体系を目指すための理念と基本方針 

（４）目標期間

  平成２１年度～平成３０年度（策定から概ね１０年間） 

（５）これまでの主な取り組み

『みんなの思いやりと行動が支える、            

地球にやさしく安心して移動できるまち』を目指して   

～ 使おう公共交通、かしこくマイカー利用 ～    

■ 利用しやすく安心で快適な交通体系の構築       

■ 地球環境にやさしい交通手段の利用促進        

■ 超高齢社会における『市民の足』の確保        

施策名 主な整備箇所 施策名 主な整備箇所

①
地域モビリティマネジメント
（ニューズレターの配布）

筑豊電鉄沿線 ⑬ 自転車レーンの整備
小倉都心
Ｒ１０田原地区

② コミュニティサイクルの導入
小倉都心
八幡東田

⑭ 道路緑化 （都）大門木町線

③ パーク＆ライドの促進
モノレール企救丘
筑鉄永犬丸

学校モビリティマネジメント
（学習資料の作成）

④ サイクル&ライドの促進 筑鉄三ヶ森 ノーマイカーデーの実施

⑤ バスロケーションシステムの導入
黒崎バスセンター
小倉都心

低公害式、低床式バスの導入

⑥ 案内板整備 ＪＲ若松駅周辺 ＩＣカード乗車券ポイント制度

⑦ モノレール駅バリアフリー化 全駅 筑鉄電車定期券・回数券利用特典

⑧ ＪＲ駅バリアフリー化
九工大前
枝光

モノレール定期利用特典

⑨ バスレーンのカラー舗装化 （県）門司東本町線 ｎｉｍｏｃａとＳＵＧＯＣＡの相互利用

⑩ おでかけ交通と既存バスとの結節 中谷バス停 広告付きバス停整備

⑪ 鉄道連続立体交差事業 折尾駅周辺 おでかけ交通への支援

⑫ 歩道整備 Ｒ３２２城野 １日フリー乗車券の発行（社会実験）
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（６）取り組みの成果（平成２５年度に実施した評価）

  ■計画目標の達成状況 

  ・５年経過した時点で、策定から１０年後の計画目標値を達成 

  ■公共交通利用者数の変化 

  ・公共交通利用者の減少に歯止め 

  ■公共交通に対する市民満足度 

  ・公共交通の利便性に対する市民の満足度が向上 
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■ 北九州市における公共交通利用者数の推移

公共交通の利便性に対する市民の満足度
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資料：Ｈ21年度：市民意識調査（新しいまちづくりによる市民満足度について）

   Ｈ24年度：市民及び企業における市政満足度等調査

資料：北九州市統計年鑑

4.1％増



4 

（７）現状における課題 

■公共交通利用者数が、再び減少に転じ、

公共交通空白地域が拡大する恐れ

・本市の人口は減少し続けており、今後も 

人口の減少が予想される

・１５歳以上通学者数の減少が顕著であり、 

生産年齢人口（１５～６４歳）も減少す 

ることから、通勤・通学における公共交 

通利用者の減少が推察される 

・公共交通利用者数が再び減少に転じる恐 

れがある 

・利用者数が再び減少に転じた場合には、 

サービス水準の低下、公共交通空白地 

域が拡大する恐れがある 

■高齢化の進行により、自由に自家用車を

利用できない人々の増加

・本市では、全国平均を上回る速度で高齢 

化が進行している 

・今後もさらに高齢化が進行し、自由に自 

家用車を利用できない人々の増加が懸念 

される

■自家用車依存に起因する地球環境への影響

・本市は、他の政令市に比べ、自家用車へ 

の依存度が高く、公共交通や徒歩・自転 

車の利用割合が低い状況にある 

・自動車車利用への依存がこのまま続いた 

場合、地球温暖化の進行が懸念される 

・公共交通利用促進に加え、徒歩や自転車 

といった地球環境にやさしい移動手段へ 

の転換が望まれる
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資料：平成22年までは「国勢調査」 

平成 27 年、32 年は、「国立社会保障・人口問題研究所」
の中位推計（平成25年3月推計） 
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■高齢化率の推移及び将来推計 

■居住人口と１５歳以上通学者数の推移 

資料：同上 

自家用車 バス 鉄道 タクシー 徒歩 自転車 オートバイ その他

■通勤・通学時の利用交通手段＜平成22年＞ 

資料：国勢調査
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（８）戦略の見直し 

【今後の取り組みの方向性】

■計画目標 

望ましい交通体系を目指すための理念

理念を実現させるための基本方針

利用しやすく安心で
快適な交通体系の構築

超高齢社会における
「市民の足」の確保

地球環境にやさしい
交通手段の利用促進

現状からの
課題

公共交通利用者数が、

再び減少に転じ、公共
交通空白地域が拡大す

る恐れ

高齢化の進行により、
自由に自家用車を利用

できない人々の増加

自家用車依存に起因す
る地球環境への影響

今後の
取り組みの

方向性

公共交通の利便性を
さらに向上させます

「超高齢社会」への
対応をさらに充実さ
せます

地球環境にやさしい
徒歩や自転車の利用
環境を向上させます

総合交通戦略

における理念
と基本方針

『みんなの思いやりと行動が支える、

　地球にやさしく安心して移動できるまち』を目指して
　～使おう公共交通、かしこくマイカー利用～

計画の見直し
のポイント

●計画目標：現時点で計画目標値を達成していることから、目標値を
　　　　　　上方修正します。

●交通施策：策定時の交通施策は継続することとし、今後の取り組みの
　　　　　　方向性に沿って、新たな施策を追加して充実させるととも
　　　　　　に、重点施策を一部見直します。

●事業展開：市民が施策の効果を実感できるような事業展開を進めます。

事業は着実に進捗しており、総合交通戦略策定時の概ね１０年
後の目標値を達成するなど、一定の効果が上がっています。

これまでの取り組み
に対する評価

施策の更なる充実と継続的な実施を行います。

望ましい交通体系の実現

・公共交通の利便性をさらに向上させます。 

・「超高齢社会」への対応をさらに充実させます。 

・地球環境にやさしい徒歩や自転車の利用環境の改善を図ります。 
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■交通施策

  本市における望ましい交通体系を実現させるため、「意識」、「公共交通」、「道路

交通」の３つの分野で３０の交通施策を策定 

新規

新規
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■事業展開

事業を集中及び組み合わせることで、事業の効率化、相乗効果の発現を図るととも

に、事業への理解と効果の実感を高める 

（９）平成２６年度の主な取り組み

■モビリティマネジメントの実施 

・学校、企業、転入者を対象としたモビリティマネジメントの実施 

・公共交通利用促進イベントの実施 

■バリアフリー化の推進 

・穴生駅（筑豊電気鉄道駅）へのエレベーター設置（H27.3.31） 

・低床式バス（ノンステップバス、ワンステップバス）の導入 

■ＩＣカード乗車券の導入及び相互利用 

・筑豊電気鉄道で交通系ＩＣカード「ｎｉｍｏｃａ」を導入（H27.3.14） 

■公共交通事業者間の連携強化による公共交通サービスの向上 

・筑豊電気鉄道と西鉄バスの乗り継ぎサービス開始（H27.3.14） 

■筑豊電気鉄道の高機能化 

・筑豊電気鉄道で新型低床式ＬＲＴの運行開始（H27.3.14） 

■広域的な交流の活発化に向けた取り組みの促進 

・高速路線バス「北九州～別府・大分線」運行開始（H27.3.7） 

折折尾尾駅駅周周辺辺

連連続続立立体体交交差差事事業業

北口駅前広場 

新駅舎の整備 

広告付バス停の整備 

南口駅前広場 

歩道のバリアフリー化 

案内板の整備 

幹幹線線ババスス路路線線のの高高機機能能化化

（（イイメメーージジ））

大量輸送バスの 
導入検討 

乗継拠点の整備 

バス待ちスペースの整備 

バスレーンの整備 

バスロケーション 
システムの導入 

低床式バスの導入 

事業のパッケージ化の例 
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【平成２６年度取り組みの状況】 

公共交通利用促進イベント（左からモノレールまつり、ちくてつ電車まつり､エコライフステージ）

筑鉄穴生駅ＥＶ設置    筑鉄新型低床式ＬＲＴ   筑鉄nimocaカード 

（１０）今後の取り組み

 ■モビリティマネジメント（ＭＭ）の実施 

・学校、企業、転入者、高齢者を対象としたモビリティマネジメントの実施 

・公共交通利用促進イベントの実施 

 ■交通結節機能の強化 

・サイクル＆ライド駐輪場整備の整備 

・バス停における待合環境改善（バス停整備等） 

 ■公共交通案内情報の充実 

・総合公共交通マップの作成 

 ■ＩＣカード乗車券の導入 

・ＩＣカード「ｍｏｎｏＳＵＧＯＣＡ」導入（北九州モノレール） 

 ■バリアフリー化の推進 

・ＪＲ安部山公園駅へのエレベーター設置 

・筑鉄穴生駅へのエレベーター設置 

・低床式バスの導入 

 ■幹線バス路線の高機能化 

・ＢＲＴ及び既存バス路線と接続するフィーダーバスの導入検討 

 ■筑豊電気鉄道の高機能化 

・ＬＲＴ型低床車両への更新 

 ■おでかけ交通への支援 

・車両購入費用、運行費用及び導入試験運行費用への助成 

 ■徒歩・自転車での移動環境・利用環境の改善 

・歩行者と自転車利用者の安全性の向上を図る自転車ネットワーク整備 

・自転車ルールの周知とマナーの向上 


